
ASTERIA導入事例

ASTERIAなら流動的で複雑なシステム連携に即応
変化に強いシステム基盤をローコストで構築

　あらゆる分野でデジタル化が急速

に進行するなか、加賀電子株式会社

はエレクトロニクス分野での強みを

生かし、電子部品を早く安く調達す

る能力で俊敏にビジネスを展開して

いる。ビジネスが急展開ならシステ

ムもそれに追随しなくてはならな

い。同社の I T M事業本部では、

2004年から販売管理システムを

中心にシステムをリプレースして機

能を強化し、また社内外の多様なシ

ステムと柔軟に連携できる基盤を整

備した。このシステムのインターフ

ェースとなりデータを仲介する役目

として採用されたのがASTER IA

だ。ASTERIAを導入することでシ

ステム間のインターフェースを少な

い時間と工数で追加変更することが

でき、またその再利用性の高さか

ら、システム構築後に改善が発生し

てもコストは最低限ですむ。
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機敏なビジネスを支えるシステム
「システムが足かせであっては
ならない」

　「エレクトロニクス分野のコンビニエ
ンスストア」。加賀電子は部品から製
品に至るまでエレクトロニクス分野の
あらゆる商品を取り扱うことができるた
め、そう呼ばれる。創業から現在に至
るまで、電子部品の調達力、専門性
の高い開発力、有機的に機能する組
織力を武器に、加賀電子は自由かつ
果敢に事業を発展させてきた。驚くべ
きはその動きの速さだ。時代の必要
性をいち早く察知し、即座にビジネス
を立ち上げる。「新会社や事業が1ヶ
月後に開始するということもあります」
と加賀電子の管理本部情報システ
ム室 システム二課の森美穂氏は言
う。めまぐるしいビジネスの発展の陰
には、それを支えるためのシステム環
境の変化も絶えない。普通のシステム部なら「そん
な短期間に」と慌てふためいてしまうところだ。また
同部署の西巻雄二氏は「最も恐れているのはシス
テムがビジネスの動きに追随できず、足かせになっ
てしまうことです。情報システムを担う立場からする
と、ローコストで変化に耐えうるシステムの必要性を
常々実感しています」と話す。

　そうした流動的な環境こそが、ASTERIAが最も
強さを発揮する場でもある。今回のプロジェクトの柱
であるITM事業本部の販売管理システムのリプ
レースは、まさにASTERIAの特長を如何なく発揮し
た好例といえるだろう。本プロジェクトでは、業務効
率と機能の強化、さらに拡張性の充実などを目的に
掲げ、国産パッケージを採用した旧システム
「Queen」から、ビジネスアプリケーションテンプレート
を使用したWebアプリケーション「Venus」への移行
を実施した。このプロジェクトを任されたのは、1996
年から加賀電子のシステム開発に携わり、今回も
8社によるコンペを勝ち抜いた横河情報システムズ
だ。加賀電子から出されたRFPの要点「ローコスト
オペレーションの実現」「業態変容に強いシステ
ム」「拡張性に優れたシステム」を満たすために、横
河情報システムズが出した答え、それはビジネスア
プリケーションテンプレートの採用とシステム間イン
ターフェースとしてASTERIAを組み込むことだった。

リプレースと接続先増加の複雑さを
インターフェースのASTERIAが緩衝

　ASTERIAはITM事業本部の新販売管理システ
ム「Venus」の中で外部の部門EDIシステムとの連
携インターフェースとして用いられている。部門EDI
システムのつながる先は、加賀電子のビジネスの中
心となる数多くの量販店のEDIだ。そのEDI上を流
れるデータは一法人一回あたりの通信で実に
7000明細近くに上ることがあり、それもピーク時に
は一日数回となるため、とても人手による処理では
追いつかない。そこで、ASTERIAが販売管理シス
テムとEDIシステムの間で受発注処理や売り上げ
データ処理の受け渡しの自動化を担っている。
さらに新販売管理システムは物流システムに対して
も出荷指示や仕入れ・入庫などのデータ連携も
行っている。しかし、この連携システムの構築にあた
り問題となったのが、物流システム側も同じようなタ
イミングでリプレースが予定されていたことだ。ビジネ
ス上、両システム間の連携処理は止めることができ
ない。このため、新販売管理システムは、旧物流シ
ステムと新物流システムに対応しなくてはならず、技
術的にもコスト的にも困難を生じかねなかった。ここ
で有効だったのが、ASTERIAによるインターフェー
スの再利用性の高さだった。ASTERIAを両システ
ム間の連携サーバーとして使用することで、一度


